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状況に応じた少人数指導の実践

１ 少人数指導の計画等

本校では、「授業が受け身」である生徒の「更なる積極性を伸ばす」ことを学力向上のた

めの改善点として捉えている。そして、「基礎基本の確実な定着と個性を伸ばす教育を推進

する」ことを本年度教育課題とし、学力面で「確かな学力を身につけようとする生徒」「学

力を伸ばそうと努力する生徒」を目指し、教科によって工夫しながら少人数指導を実践して

いる。

２ 実践の概要（理科での実践例）

理科では、主に「実験」で加配教員によるＴ・Ｔを実施している。実験は、少人数グルー

プで丁寧に指導を行い、実験の進捗状況を把握し支援することができた。そのため単純ミス

による実験の失敗はほとんどなく、話合い活動や実験結果の分析に要する時間が確保でき、

意欲的にまとめの活動を行うことができた。

また、元素記号や化学式等の知識理解では、Ｔ２による机間指導と個別指導を行い、つま

ずいた生徒の記録を蓄積し、特に理科を苦手とする生徒のための指導資料として活用してい

る。

［学習ワークの活用］

学習の定着を図るために、全学年で学習ワークを利

用して復習し、点検及び習熟度の確認を行っている。

理科を苦手としている下位生徒及びアンダーアチーバ

ーの生徒については、授業中や休み時間等に個別指導

を行っている。

[定期テスト等の設問の工夫］

基礎的な知識の定着を図るため、ドリルや小単元ご

との豆テストを実施し、個別のつまずきについて補習

指導した。また、定期テストでは、定着確認シートを参考にし、図解と記述を組み合わせ

た設問を工夫し、資料に示された情報や実験結果から導き出される結論を自分でまとめ説

明する力を身に付けさせようとＴ・Ｔできめ細かな指導をした。生徒の理科に対する関心

も高くなり、学力も付いてきている。

３ 実践の成果と課題

○ Ｔ・Ｔや複数教員による個別指導の実施により、生徒自身が十分理解できなかった部分

やつまずきの原因が明確になり、自信をもって学習を積み上げていくことができる生徒が

増えてきた。そのため生徒同士の話合い活動では、積極的な姿が見られるようになり、意

見に深まりが出てきた。

○ 少人数指導について教科内の教員が連携を図り、共通実践することにより、きめ細かな

指導についての考え方が深まり、さらなる指導の工夫改善がなされるようになった。

● 教科によっては、加配等によりＴ・Ｔや習熟度別による指導等が容易にできるが、教科

の週あたりの時数や教科の教員数により、Ｔ・Ｔによる指導が困難な教科があり、全教科

実施については、様々な創意工夫が必要である。




